
第穹7章　gTLD

gTLD とインターネットセルフガバナンス

･･インターネットドメイン名の新展開･･1

レ　 イ ン タ ー ネ ッ ト セル フ ガ バ ナ ン ス

］　　 イン ター ネット のセ ルフガ バナ ン ス（自己管 理・自 律統治 ）

ン　　が問 われる事態が 続いてい る。 分 散環境を前提 にした、自 律的

ヤ　　コ ンピ ュー タネットワ ークとして 発展して きた今日 までの イン

；　　ターネットコ ミュニテ イが 、あ まりに も急激 な イン ターネット

Ｅ　　の 発展の中で多 くの課題 を抱え 込み、そ れらを自力で解 決で き

］　 るのか 、あるい は 各国政 府やテレ コムlt 業者の間で 合意が 成り

ｇ　　立たない と先が 見えないのか、 という状況が 続いているの だ、

Ｔ　　　また。次 匪代 インター ネット の構造を 巡る論議 も進行し てい

ｌ　　る｡ その中で 特に 人きな課 題は、 ドメ イン名とIP アド レ スとい

ヤ　　う 、 インター ネット の幕本的構 成要素が、 人類全体 に広がる イ

ン ター ネット の規模 に対応してい かなけ ればなら ない というこ

・　　とであ る｡ﾕ

;。　　 ドメ イン名に関し ては、1994 年から イン ターネットのllt界で

ｌ　　議論が盛 んになっ たが、そ の理山は、 ドメ イン名を巡る漉乱と

：　　紛 争が相 次ぎ、体 系全体の 見|¢l:しを必 要である と考えられたか

；　　らであ る。 これは 、 イン ター ネット の 商川化の 進展 とともに。

インター ネットll のビジ ネスにとって ドメ イン名利川の需 要が

ｽ。　 これ まで になく増し たこ とに も人きな要因がある｡

で　　ド メ イ ン 名 と は

ン　　　 ド メ イン 名 は イ ン ター ネ ット の 名 前 付 け の 体 系 で あ り 、TLD

y　　(Top Level Domain : ト ッ プ レ ベ ル ド メ イ ン） 名 が そ の 始 ま り

の 部 分 を 規 定 し て い る ． し か し 、 イ ン タ ー ネッ ト の ド メ イン 名

シ　　は 、 識 別 子 に 過 ぎ ず 、 し た が っ て 、 意 味 性 や 価 値 の あ る も の で

ｆ　　は ない４･．

；　　　 ド メ イ ン 名 は 階 層 構 造 を 持 っ てい る っ 最ll 位 の ル ー ト は 名 前

j･　　を 持 だ な い が 、 第 一レ ベ ルド メ イ ンに あ る 一般 ト ッブ レ ベ ル ド

i.　　メ イ ン(generic Top Level Domain : gTLD) に は 、.com 、

?･　. ｏrｇ、.net が あ り 、 こ の 他 の ド メ イ ン に は.edu 、.ｇｏｖ、.mil と い

；　　つ た 特 別 な ド メ イ ンが あ る 、

ｙ　　　 さ ら にgTLD に は 、ccTLD  (country-code TDL : 国 コ ー ド

Ｅ　　ＴＬＤ ） と し てISO-3166 で 規 定 さ れ た2 文 字 の［11名 コ ー ド に よ

ゲ　　る.jp （日 本 ）、.ｕｓ（ 米|剔 、.kr  ( 韓［巾 、.uk  ( 英 国 ）、.ｃｎ（巾

ｌ　　国 ）、.fｒ〔フ ラ ン ス)  *
 .de

 { デ ンマ ー ク ） な ど が あ る 、

：　　　 また 、 そ の 次 に く る 第/l レ ベ ル ド メ イ ン とし て 、 囗 本の 場 合

は 現 在.ｃｏ、.ｏｒ、.go,
 .ac,  .ad

、.ｇr、.ｎｅが あ る ．

ザ　　　こ の よ う な 階 層構 造 が で きる 前 のARPANET の 時 代 に は階 川

ソ　　的 秩 序 が な く 、均 丿的 な 名 前 の 構 造 で あ っ た た め に 、 す べ て の

で　　ド メ イ ンが 載 っ て い る1 佃 の 表 か らレ 該 こ`11す る 名 前 を 探 す 必 要

：　　が あ っ た 、 し か し そ の よ う な 構 造 で は 規 模 の 拡 人 に 耐 え ら れ な

：　　い た め 、 木 構 造 の 階 層 化 と な り 、DNS  (Domain Name

ソ　　System : ド メ イ ン ネー ム シ ス テ ム ） が 生 み 出 さ れ た の で あ る.､.

こ れ 以 降 、 ＤＮＳを 元 にIANA  (Internet Assigned Numbers

Authority : イ ン タ ー ネ ッ ト ア ド レ ス 竹 理 機 構 ） が 名 前 の 統 一

性 を 保 持 す る こ と と な り 、 分 散 的 階 層構 造 で 登 録 す る こ と が 可

7.　　能 と な っ た た め に 、 運 用 し や す い ド メ イ ン名 の 形 態が 保 持 さ れ

Jj･　　て き た の であ る ……

ト インターネット 白書'98

イ ン タ ーネ ット の 管 理組 織

ド メイン名、ｇＴＬＤの議 論が活 発化す ると ともに 、 インター

ネットガ バナ ンス(Internet Ｇｏ､･ernance : イン ター ネット 竹

理 ・統 治）に関 する議論が 活発に なっ てきた 、ISOC  (Internet

SOCiety : イン ター ネット 学 会）は、 イン ター ネットガ バナン

スに関して、セ ルフ ガバナ ンスをiﾓ張 してきた｡

イン タ ー ネ ット の 技 術 に つ い て は 、rETF  (Inetrnet

Engineering Task Force : イン ター ネット特 別技 術調査 委貝

会）が1ΛB  (Internet ΛΓchitecture Board) のもとで 全体を竹

理し ている･、アド レ ス体系 の 竹理 とIP アド レ スの 配布 、 また

ＤＮＳのＴＬＤと ルート サ ーバ ー、ＲＦＣとプロ ト コ ルテーブ ルな

どの竹 理はＩＡＮＡが 行っ て きた、IP アドレ スに関 しては ア メリ

カではARIN （Ａｎ!erican Registry for Internet Numbers) 、 ヨ

ー ロ ッパはRIPE-NCC  (Reseau χ IP Europeans Network

Coordination Centre) 、 アジ ア 太平洋地 域で はＡＰＮＩＣ（Ａｓｉａ

Pacific Network Information Center) を割 り肖 てて 地域分 散

で作 袰を分担してい る、ド メ イン名を取 得・登録す るためには 、

各地に存在す るNIC  (Network Infomation Center : ネット ワ

ーク インフ ォメーショ ンセン ター）に申請 、登録 を行わなけ れ

ば な ら な い 。 米 国 で は 、InterNIC 囗nter Network

Information Center) の巾でNSI  (Network Solutions ｌｎｃ.）が

米閥政府の機関であ るNSF  (National Science Foundation : 全

米科学 財団 ）か ら.com 、.org 、.netの 登録 業務 を 委託さ れ て、

1995年10 月か らド メイン名のひ 録維持 に関して 有料のサ ービ ス

を開始した､、しかしこの 頃から、InterNIC が独 占的事業 であ る

との非 難が起こ り、NSI の独占 と登録 料の徴 収がい くつ かの グ

ル ー プ か ら 応 訴 さ れ る と い う･lt件 が 起 こ っ た Ｉ　さ ら に 、

AlterNIC のよ うなInterNIC に 対抗し て、 ド メ イン名を 独自に

ひ録する ところ も現 れ、ド メ イン名を 巡る混 乱が深さ を増して

いったのであ る。

１４６

知的 所 有 権 と ドメ イ ン 名

イン ター ネット 商JI」化の 進展に ともない、既 存の 法体系で 認

めら れた権利が イン ターネットでは 擁護さ れて いない というiﾓ

張が 数を増し たために法的 整備が必 要になって きた、その 具体

的現 れが、 ド メイ ン名とひ 録商 標の間で 起こ った 衝突であ るI

こ れ まで他 と識 別す る ため の記 号 に過 ぎな かっ たド メイ ン名

が、あ る国で 登録商標 として価 値が あり、 さらにそ の国の法 律

で は擁護さ れてい たた めであ る｡ こ のため 、ひ 録 商標を含 まな

い ド メイン名が 望 まし い とい う 意 見が 出て くるほ どであ っ た｡

そこで 、閥 連 機関 の1つ であ る 、WIPO （ Ｗｏｒld Intellectual

Property Organization : 世 界知的 所有権 機関 ）が、 ドメ イン

名を 巡って 紛 争が 生じ た場 合の 解 決策 を考 慮す るこ と になっ

た｡1997 年 の2月、5J 」、9 月に商標 とド メイン 名に関す る 会議

が開か れたが、ＩＮＴΛ(International Trademark  Association :

国際商 標協 会）もこの 問 題に 強い 関心を 示し、そ れらの 会議 に

数 多く出 席し た。 なお、 日 本では 、JPNIC  (Japan Network

Information Center : 日本 ネット ワ ークインフ 才メー ショ ンセ

ンター）に対して 弁理十 会か らこの種の 問 題解 決に関する提 案

が寄せ られているｰ



＝　ＩＡＨＣか らＰＡＢ／ＣＯＲＥ／ＰＯＣへ

ｇＴＬ】)空 間を 拡 人 し よう と す る 試み を 渊進 し よ う とし て、

､･　　L･丶ＮΛの ジョ ン・ホ ステ ルがド メ イン名に関す るＲＦＣの改定 案

ム　　をRFC ドラフトで提 起し た(1996 年5 月匚 また、 イン ター ネッ

ら　　トコ ミュニテ イがIAIIC  (International Ａｄ Ｈｏｃ Committee)

:　　を設定して問 題を整理、 新しいＴＬＤを作るこ とになった(1996

1　　年1(川) ． そして、 ここにISOC 、IAN  A、IETF 、WIP<  その 他

からの 代表が集 まり、 案を作 成、12 月に中問 搬旨を発 衣して 意

見を求め、翌1997 年2J｣ に結 論を出すこ とになっ た.、

y･　　　|ΛIICの 案は、次の7佃 のｇＴＬＤ拡張案であ る。

li

/　　　.firm　:ビジ ネスあ るいは企業向 け

j　　　.shop : 購買で きる商品 を提供 するビジ ネス向 け

.web : World Wide Web に関連 する活動 を強調する組織向 け

ソ　　　.arts　:文化的および 娯楽的活動 を強調 する 組織向け

ｌ　　　．｢ec　：リクレ ーショ ンや娯楽的 活動 を強調 する組織向 け

＝　　.info　:情報サ ービ スを提供 する 組織向 け

.nom : 個別 のあ るい は個人 の名 前 を希望 する者 向 け、 たと

えばペン ネームなど

＝　　　IΛ】ICの 案 に対 し て は 、 活 発 な 意 見が 交 わ さ れ 、 ま た 、 そ の メ

Ｊ　　－ リ ン グリ スト でフ ォロ ー し き れな い ほ ど の 意 見が 寄 せ ら れ た｡

:　　2J 」111 に は 、IAIIC がｇＴＬＤの･卜 務 ｆ 続 き 竹 理 と 逆 併 竹 理 に

ｙ　　関 す る 勧;I図 ）形 を 取 っ た 最 終 恨;11 ､1:=を と り まと め 、２月28 日 に

は そ の 勧;11･を 有 効 に す る た め の 法ilt 文､l:=で あ るfjTLI)-MoU

ヶ　 （ｇｅｎｅrｉｃ Ｔ叩Leve 囗 ）ｏｍａｉｎ Memorandum of Understanding

l=　　　:イ ン ター ネ ット ド メ イ ン ネ ー ム シ ス テ ム の･ 般 ト ッ プ レ ベ ル

ヤ　　ド メ イ ン名 空 間 に 関 す る 覚､I:こ、 図1 ） を ま と め て 、 イ ン タ ー ネ

ット ド メ イン 名 の 竹 理 に 関 す る 自 律 性 を 傑 持 す る た め の 竹|小 阡

を 募 り 、 そ の 粁 名 を 求 め た｡|1 本 か ら は 、ＪＰＮｌＣ 、| ΛＪ

ジ　(Internet Λssociation  of  Japan : 川本 イ ン ター ネ ット 協 会 ） を

Ｆ　　は じ め 、 数 杜 が 粁 名 者 に な り 、５月 に は そ の 公式 粁名 者 の 会 議

と 式 典が ジ ュ ネー ブ でIJUか れ た。 な お 、 ヽli lJf粁 名 し た の は80 糾

１　　織 で あ っ たが 、1998 年利 」3011現 在 で は220 組 織 を 超 え る 署 名 苻

数に な っ て い る｡

万　　　そ の 後 、5 月 の 時 点 でIΛＨＣは 解 体 し 、iPOC  (interim Po ）icy

J.　　OversightCommittee : I
阿定 ポ リ シ ー 竹 理 委li 会 ） と な り 、 そ

ミ の 後 批 判 意 見 を 受 け 入 れ て 数 度 改 定 さ れ た､C  I X

:　 （Ｃｏｍ ｍｅrｃｉａ囗nternet ｅＸｃｈａｎｇｃ） な ど の 団 体 か ら 、 こ の

j　　gTLI 〕-ＭｏＵの 手 続 き に 関 す る 批 判 とJ乂対 意 見 が 川 さ れ た り し

た が 、 ま ず 収妛 な こ と は 、 問 題 解 決 の 到|lnを 示 し て 、 そ れを 押

ダ　　し 進 め る中 か ら 改 片 す る 方向 が と ら れる 仕 組 み で あ り 、 そ の 仕

細 み に 竹同 す る こ と を 、1月々 1 名･た ち は 選 ん だ の で あ る､I，

:l　　　　こ の 文､I::は 、 自 律 的 か つ 巾 場 指 向 的 な 方 法 で 現 在お よ び将 来

図1　9TLD- ＭＯＵのホームページ

･こn/.･てこブ ‾　 クーフ'｢゙̈ 　　　　 ．二芍

･WI心･W･〃stsS41丶'･
，

鷲已 二戸‾▽ 匸 匸､gTlD-MoU

器; 亠XI
……
…lでじ:J''1111蔽iik･

惣Ξ弖笳＝･ 亠畄,畄 型 諤 諤 翌麓混罌岔

私 心-

｜

ｊ

ｊ

～

匹 畄 ΞΞy 匹

昆雰罸E £゙ =

蓉i湎湎も
こ‾ＸにΣΓ“Wt ’･lllIW●〃-1-･

t 霖 なコ。 回,･s;躙－㎞･心 血心ａ心 血1－･㎜●41ta－　J
膵? 甲 ΞFJ きなiit こごごs謡 ’
Ξ` sw41aa s;jlxrr4 自治ｍｆ戈1ご-
霧 四g 謚 匹 宍 ョ 弓Fh

゛ ゛ ら

笳ぎご 隣?？rX こ２σ,叭゚μ^-LI㎝slMii〃W･－｡｡呼之

［ 痙 認 ぎ_ 回泛 ご 二二 二 匸 二匸
£=_ ＿.._ ＿＿_

１４ ７

の イ ン ター ネ ッ ト 名 前 空 間 に お け る 利 害 関 係 者 が 最 人 の 恩 忠 を

受 け ら れ る よ う に 考 慮 さ れ て い る 。 ま ず 、kTLD の レ ジ ス ト ラ

ー （受 付 ひ 録 機|刪　 を 地 球 規 模 で 分 散 し 、 公 共 の 資 源 で あ る

gTLI ）名 前 窄 間 を 公 共 の 信 頼 の ドに 使 わ れ る 原 則 を 定 め て い

る･、ま た 、gTLD-MolI の 署 名 者 はPAB  (gTLD ＤＮＳ Policy

Advisory Body : gTLI)-DNS ポ リ シ ー 諮 問 機 関 ） の メ ン バ ー と

な っ て 、ＰＯＣ（PolicyO  versight Ｃｏｍ ｍｉＵｅｅ：ｇＴＬＤポ リ シ ー

竹 理 委il 会 ） に 対 し て 意 見 を 述 べ る こ と が で き る　 さ ら に 、 レ

ジ ス ト ラ ー を 選 定 す る ｆ 続 き を 決 め 、ＣＯＲＥ （Ｃｏｕln･il of

Registrars : レ ジ スト ラ ー 協 議 会 ） を 作 り 、ＣＯＲＥ-ＭｏＵ とい う

覚 え､I :: き を 交 わ す こ と を 規 定 し 、ｇＴＬＤ 全 体 の ポ リ シ ー に 関 し

て はＩΛＮ Λ 、 ＩＳ（’）Ｃ 、 Ｍ ｏＵ 保 竹 人 、 】ΛＢ 、 ＣＯ ＲＩ二　 】T l:

(Inter Ⅲilional T  elecommunication Ｕｎｉｏｎ）、WIP(  、ＩＮＴΛ の

代 表 か ら な る 、ＰＯＣぴ）､に朦llを 決 め た｡ ＰＯＣ は 新 た なｇＴＬＤの 拡

張 を 決 め る こ と もで き る､I ま た 、 知 的 所 有 怜 の 紛 争 を 解 く た め

にＡＣＰ 【Λdminislrativc Challenge Ｐａｎｃ】: 異 議 申 し､lzミて パ ネ

ル） を 作 る こ と も 、gTlj ）-ＭｏＵで 小 唆 さ れ て い る。

実 際 の 登 録 方 法

､alもが 、 そ の 望 み どお りの ド メ イ ン 名Iを 持 っ て イ ン ター ネッ

ト を 使 え る よう に す る た め に は 、ｇＴＬＤの 受 付 登 録 機 関 で あ る

レ ジ ス ト ラ ー が ど ん な 方 法 で 実 際 の 登 録 を 扱 う か が 問 越 で あ

る｡ レ ジ ス ト ラ ー は 、 共 有 スペ ー ス を 持 つ 。 い わ ば 、 共有 デ ー

タベ ー ス を 駆 使 し て 共 辿 の ひ 録 シ ス テ ム を 匳 界 規 模 で 運 川 す

る 、こ の セ ン タ ー デ ー タベ ー ス を 含 む シ ステ ム 開 発 は 、ＣＯＩ伍

が カ リ フ ォ ル ニ ア の エ マ ー ジ ェ ン ト 礼（|衵p: ……､j.･ｅｎｌｅrgcllt.c･o 111）

を 選 定 し て 契 約 し た｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

こ の シ ステ ム に はＯrａｃｌｅが 採 川 さ れ て お り 、98 年 第1 川 帽 り』

に|･ 分 な機 能 を 持 つ も の が テ ス ト 稼 働 に 入 り 、 実 際 の シ ス テ ム

の フ ル 稼 働 は4 月１凵 か ら と ｆ 期 さ れ て い た　 し か し 、1998 年1

月 、 ＮＴＩΛ(Nationa 匚r ｅｌｅｃｏｍ ｍｕｎｉｃａｌｉｏｎs ＆ ）ｎｆｏrｍａtioll

Administration : 米 国 商 務 竹↑I冐11通 仁 竹 理 庁 ） が 「 グ リ ー ン ペ　　 」

－ パ ー 」 を 出 し た 影響 を 受 け 、 予 定 は 遅 れ て い る 。 グリ ー ン ペ　　･･

一 パ ー との 問 に 明 確 な 対･y.点 が あ っ た め で 、 こ れ に 対 し 、 現 在

I'I'j fto> 副 窃点 を 探 ろ う と し 、 あ る い は 仲 介 し よ う と す る 動 き が

あ る 。

し か し 、 シ ス テ ムの 開 発 と 連 川 に 関 し て は 、 ド ラ フ ト の 爻､|::

を ベ ー ス に 進 ん で お り 、 詳 細 はＣＯＲＥの メー リ ン グリ スト で の

議 論 と ミ ー テ ィ ン グ で 詰 め ら れ て い る(hi  tp:………………､､｡･､、･､､｡･｡Klld-

ｍｏtＬｏrＭ ｄｏｃｓ/ｃｏrｃ.html ） こ の た め 、 ＣＯＲＥは 技 術 的 な 運 川 基

呷 を 制 定 し な け れ ば な ら ず 、ＣＯＲＥは い く つ か の ワ ー キ ン グ グ

ル ー プ を､没定 し て 、 必 要 な 議 論 を推 進 し て い る 。

こ れ まで の 流 れ で は 、 レ ジ ス ト ラ ー は ’li初 の 申 し 込 み を 蓄 積

し 、60 凵以 内 に 受 け 付 け た も の は 同 時 と 見 な し て 、 申､IIlj行 列 を

処 理 す る こ と に な っ て お り 、 紛 争 処J111の ΛＣＰに つ い て は 、

WIPO  が11!つ て い る 、 し か しＣＯＲＥの シ ス テ ム が 動 け ば 、 各 レ ジ

ス ト ラ ー は 、ｇＴＬＤの ド メ イ ン 名 デ ー タベ ー ス 、SRS  (Shared

Registry System) とエ ン ド ユ ー ザ ー闘 の イン ター フ ェ イ ス を持　　 ］

つ､囗II:界 規模 で の 第 ‘｡レ ベ ル ド メ イ ン 名の ぴ 録 申 請 を受 け 付け 、

そ れ が 収複す る も の で な い こ と を 調べ 、 令 録 で きる の だ 、　　　　=I

米 国 政 府 乗り 出 す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y

1998 年1 月22 日か ら2411 まで 、ＣＯＲＥの ミーテ ィン グがワ シ　　.1

ント ンＤＣで開か れた. そこ で は、 グリ ーンペ ー パーが 出て か　 ？

ら次の段階 を検討す る意 見が出 たため に、ＣＯＲＥの技 術 クルー　　=;

プ によるSRS の技術的 な進艇を めぐる 議論のみが 前進し た．　　　 ：

米閥 政府は、1998 年口j30 凵に、 商務 省のNTIA から イ ンタ　　万

一 ネットの名 前とアド レ スの技 術的竹 理を改 善する という内 容　　j=

の ΓΛP ｒ()posａｌ Ｔ()lmpr ｏｖｅ Technical Management Of　　 、
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Internet Ｎａｍｅs Λnd Address Discussion l 〕raft : インターネ

ット の名 前お よ びア ドレ スの 技 術的 竹J111の改 片につ い ての提

案〕｣を 発衣した｡ これがい わゆる グリーンペ ーパーであ り、２

月2011 にIE 式の 公開 文､Iμこなっ た 、グリ ー ンペ ー パー発 衣後、

これに対 する意 見を受け付け ている が、国際 的に反対 意見あ る

いは修||ﾓを求める 意見が統出してい る｡

グ リ ーン ペ ー パ ー の 意 味 する も の

グリ ーンペ ーパーは、 イン ター ネットガ バナン スに 関す る卜

－ タルな提 案になっ ている。ＩＡＨＣか らPΛＢ/CORE/PO  C にい

たる､論議の過 程を踏 まえて 、 インター ネット のド メイン名お よ

びIP アドレ スの 登録、 ルートサ ーバーの 運川 、さら にプロ トコ

ルの 割り｀11て につ いて 述べている｡ その 前提 として、 イン ター

ネットの|朏|』化 と急激 な発展が、 こうし た技 術の枠組 みを変え

る 必然性を もたらしたこ とを指摘してい る。

また、 具体的な提案 として、nil  11にわたる原 則 ‥　安定性、

競合性、 私的セ クターのボト ムアップ による|畆洲、 代表制

につい て示し てい る｡ こ の 原則を実 現する ため に、提案 では、

ド メイン名とIP アド レ スを 競合する シ ステム として 持つべ きも

のと、|嶌調される べ きもの との2つ の グループ に分け、Illlj名･を

代 表する もの とし て、 協調的 竹理の ため の非営 利 会社 を作り、

イン ター ネットの安 定的運 川に向かう ための過 渡的 計11111を提示

してい る｡ また、 ド メ イン名空 間を拡 人するこ とに関し ては、

5佃の 名 前を増や し、 抖レ ジ スト リ一に 委ねて 、そ れぞれが 競

合す れば よいとした、

こ れまで、 イン ター ネットガ バナン スに関する統 合的 な視点

から の提 案が･ 政府 の名でな されたことは ない｡ その 意味で は、

グリー ンペ ー パーが3 か 川ほ ど 遅 れて 提 起さ れたこ と によ り、

I　　CO  RE
をはじめ とする 各組織 は混乱はしつっ も、論理の枠糾 み

ｊ　　が 議､蝨にllがっ たこ とを鳥く評価 し、 米国 政府の 努力を 認めて

レ　　い る点が注 川される､、

グ リ ー ン ペ ー パ ー の 問 題 点

(1)  gTLD-Moll の 無 視

グ リ ー ンベ ー パ ー は 、 イ ン ター ネ ッ ト の 竹 川 の 令 体 像 を 描 く

べ く 、 多 く の 人 々 の 意 見 を 聞 い た 結 米 で あ る と い う 。 し か し 、

最 人 の 特 徴 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト コ ミ ュ ニ テ ィ が 進 め て き た

1ΛIIc 、ＰＡＢ、ｃｏ ＲＥ、Po  c の プ ロ セ スに 関 し てｰ､? も 触 れて

；　　い な い と う点 で あ る｡、

Ｊ　　　 イン タ ー ネッ ト コ ミュ ニ テ ィ は 、IH Λｃ/co  RE,/ljo c｡｡'l)j丶13力ヽ

ら のｇＴＬＤ-Ｍｏｕ の 流 れ を 支持 し 、 そ の 巾 か ら 次lll:代 の イン タ ー

ン　　ネ ッ ト 竹 即 ・統 治 の 構 造 を 生 み 出 そ う と 考 え て き た 。 こ の プ ロ

：　　セ スの 令体 を 無 視 し て 、11ﾐ'11な 議 論 は 成lny つ の だ ろ う か ？220

にll るgTLD の 署 名 者 が あ り 、88 の レ ジ ス ト ラ ー がｃｏＲＥ メン バ

‘　　 － で あ る 、 グ リ ー ンペ ー パ ー は 、 米 国 の 棉 威 に よ っ て イ ン タ ー

ス　　ネ ット 竹 理 ・ 統 治 の し くみ の 設 定 を 進 め る も の に 他 な ら ない｡

＼　　　米 国 の 川 内 法 が 、ジ ョ ン ・ ホ ス テ ル を 独 占 禁!ll法で 有 罪 に し 、

投 獄 す る よ う な こ と が あ り 得 る とい う｡co  RE の や り む が 独 占

し　　禁|ll法 に 抵 触 す る た め で あ る と 、 ア イラ ・ マ ガ ジ ナ ー はｊ う｡

ｊ　　も し そ う で あ れ ば 、 そ れ は 米 国 の 国 内 法 が イ ン タ ー ネ ッ ト の セ

ｊ　　ルフ ガ バ ナ ン スに 対 し て 持 つ 矛 盾 の 現 わ れ で あ り 、 イ ン ター ネ

ッ ト コ ミュ ニ テ ィの 国 際 的 に 開 か れ た 方法 に 対 し て 米 国 が 敵 対

的 で あ る こ と を 示 す も の で は な い か。

ｙ　　　　ヨ ー ロ ッ パ か ら も い くっ も の 批 判 が 川 て い る｡88 の レ ジ スト

ｙ　　ラ ー の う ち 、 米 国 が25 礼 で あ る の に 対 し て 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら は

35 社 が､が り'さ れ て い る。 そ の 数 を背 以 に す る だけ で な く 、 グ リ

ー ンペ ー パ ー が 米 国 内 に 非 営 利 の 竹 即 組 織 を 作 る 提 案 を し て い

る の に 対 し て 、 す で にｇＴＬＤ-Ｍｏｕ 、P ΛＢ/co  RE/ Ｐｏｃ が ジュ

S･インターネット白書'98

ネーブ のITU に'jt務J･Jを117いてい るこ とも批 判点の 人きな 根拠

であ る､、

(２) 自律管理 一統治の可 能性

ＩＡＮΛが 米たして きた役 割を新しい組 織に受け 継がせ ようと

す る提案 は、現ｲ|モの イン ター ネット のiﾓ 導的 ｙ場 にあ る】SOC.

をも無視するこ とである｡ たしか に、 商川化の急 激な発艇 は多

くの 矛盾を生 み出してい る。　しか し、そ れらは 解決するこ との

で きない もので はなく。 国|墅的 に信頼を 持つ こ とので きる組織

で 、知的財 産棣、ひ録 商標柚 とド メイン名との 紛争の解 決など

を図 るこ とが で きる｡ そ れはす でにｇＴＬＤ-ＭｏＵのな かで 着ｆ

され、WIP(  におい てΛCP としてド ラフ トが進 んでいる｡

また 、 現 在のIP アド レ スの 、ＩＡＮＡを 頂点 に するARIN 、

ΛPN 】Ｃ、RIPE- ＮＣＣによる レジ ストリ ーは、 すでに セルフガ バ

ナ ンスを どこの柿力 にもよら ない|'|己 柿威の もとで実現 してお

り、そ れをさらに蔀し 進めて 、急 激 な利Jlj名･の増加 に対応する

しく みを、 自己の内 部から生 み出してい く 方向 が望 まれる､、こ

の点では、 ジョ ン・ ホ ステ ルは新組織 に移行 するため の作 業チ

ー ムであ る】ＴＡＧを組織 して いる 、ＩＴΛＧの作 業が、 米国 だけ

では なく オー スト ラリア、 僥国か らの メンバーを も含んで進 も

う としてい るこ とに期 待し たい｡ また、３レ ジ スト リ ーが 協力

して(;ΛR((hbal Address Ｒｅｇｉｓlry) を形 成するこ ともすで

に提 案されている。

グリー ンペ ー パーが示すＩΛＮＡの機 能のう ち、プロ トコ ルの

パラメー タを決 めてい く作 業を辿し て新 たな技術 標準の 制定 を

になう 点 に関して は 、IETF が 自律 性 を持っ て 存続 して お り、

そこ に新たな組 織を別佃の ものとして作 るのは 無駄 である｡

(３) 国際分業の視点

ヨーロ ッパの 幹組織 が指摘す るよう に、こ れまで グリ ーンペ

ーパーに寄せ られた批 判の巾で 、 イン ター ネット の学術研 究ll

の発展は 米国にrい ところが 人きかっ た。しか し、|嵋|]化以 来

の伸びはCERN で開発さ れたWorld Wide ｗeb の技術 に負うと

ころ も人きい｡ つ まり、･ 国で 成･yす る技術 ではな く、国際 協

力の もとでしか イン ター ネットの展 開はで きない｡､ 国際協､凋を

ベ ースにして、 イン ター ネットガ バナン スが 成iパｙlつ ことは明

らかであ る｡ 米国政府が 新1ΛＮΛを米国内 の非併 利の法 人とし

て作る ことを呼 びか けてい るが 、 むしろ｀11初から国際 分 裂を 前

提 にし て 考慮すべ きである｡ ア ジア太 ず洋地 域での 議論におい

て も、米国中心F.義 に対す る批'|･りが 底流にあ り、 米lkl川内法 に

雌づ く組織よ りは、国際 協I凋を生 かしてい くほうが 裂 ましい と

い う 見解 が多い｡APNIC が グリ ー ンペ ーパ ーに出 て くる叩　・

の アジア 大竹r 地域 の組織であ るが､ こ れの組織 的強化を図 り、

活動を遅i帯なく艇|則するこ とに、1111際 分業と協 裂の実質があ る 、

い く つ か の 提 言

まず 、ISOC 、l ΛＮＡな ど 、 イ ン タ ー ネッ ト コ ミ ュ ニ テ ィを 形

成 す る 外 組 織 の 連 帯 で 進 行 す る イ ン ター ネ ッ ト ガ バ ナ ン ス を 、

米 閥 政 府 が 後抑 し し て セ ル フ ガ バ ナ ン ス と し て 進 め る こ と が 、

最 初 に や る べ き こ と で あ る 。 米 国 政 府 が 、 こ の 流 れ をIII,急 に 掘

進 さ せ る こ とが 必 要 で あ る｡。

次 に 、 受 付 登 録 を 行 う レ ジ ス ト ラ ー と 登 録 竹 理 運 川 の 機 関 で

あ る レ ジ ス ト リ ー の 機 構 を 分咽 し て 、 レ ジ スト ラ ー の 有 効 公llﾓ

競 争 をCO  RE ベ ー スで 促 進 す る こ と が 肝･妛 だ｡ 新 し いＩΛＮＡ の

機 能 は 、 現 行 のΛＲＩＮ、 ＡＰＮＩＣ、RIPE-NCC ３組 織 と 連 携 し て 、

IT Λ(;の 提 案 を 待 っ て 進 め る 。 ル ー ト サ ー バ ー とＤＮＳに つ い て

も、 閥際 分ｌ を 進 め 、 分 散環 境 の ㈲ な 艇 開 を 図 る こ と が 必 喫 で

あ る 。 レ ジ スト ラ ー に お け るｇＴＬＤ の 競 争 原 理 を 導 人 し 、NSI

が 独 占 ドで 竹 理 す る.ｃｏｍ 、.not 、　｡0 rｇを レ ジ スト ラ ー に 開 放 し 、
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･刎 もlll｡くＮＳＩの 独 占 状 態 をlllめ て ＣＯ ＲＥに 統 介 す る こ と が 望　　WIPO hHp:　;lrbi, ｃr.ｗil,ｏ.int

ま し い 。

万　　　また、ccTLI) に関して は、 各国のＮＩＣがＩＡＮΛと辿携 して展

開して きた過 程が ある　 ジョ ン・ホ ステ ルは、１月にＣＣＴ凵)の

グループを 各地域 に作る ことを呼 びかけてい る　|||:Ｗの巾で地

域 的にJt迦の 要件を持つ 数か所におい て、ＣＣＴＬＤの14議 会を作

ｌ　　叺 ｇＴＬＤとのす み分けを 明倆 にし、 第 １レベ ルド メ イン名に

=y　 関する|畆瀛を行う など、IS03166 カントリ ーコード 別のＴＬＤの

あ り 万を明確 にす る

ド メ イ ン名 空 間 の 拡 大 とビ ジ ネ スと の 関 係

さて、 今後レジ スト ラーはど んなビ ジ ネスを展 開で きるだろ

うか。

（1 ）現在のInterNIC  (NSI) と同 様なドメイン名登録のビジネス

利Jlj矜からの 要求に 従って、 デー タベ ースにび録 する　KSI

は現在70ド ルでび録して いるが 、米国のレ ジ スト ラーのF 約受

付では もっ と安い 登録受 付が出 現してい る｡NSI は 年間35ド ル

の竹理科を徴収 する　JPNIC はも９ と鳥い‥

||IJ界脱模で 共通 に助くOracle ベ ー スのSRS を持 ち。 ユ ーザ ー

受 付のサ ーバーを持 ち、 これら を稼 働させてい く経費は、 設備

費XI」、マ ーケテ ィング費JI」、 人件賞な ど介わせる と数T 一万円 に

及ぶ｡ こ れを償却して 利益を| 二げ るこ とが で きる か ７サ ービ ス

､1111ぷ と、価 格が勝負 か ？利川 名･の 要求 をこ まめ に聞き取り、し

っかり と協議 がで きるこ とが必 要であ る

（２）ドメイン名 登録をペ ースにする提案ビ ジネス

ここにさ まざまな ア イデアが競い 介う｡

ド メ イン名をど う付け るか は、 イン ター ネットの戦|咯的利 川

にかか わる 、企袰のtllj:報戦略 の根幹が ド メイン名の収得 戦略 に

なるか らだI　たと えば、 企業名、商111111 yl をド メ インとする 行企

哭に対 する 戦略的 イン ター ネット活川 の提 案 と粘びり け て、 イ

ント ラダエ ク スト ラ ネットの構 築、 ウェブ の コンテ ンツ嵯 開な

どとと もに 、商品戦略に 人きく役･Iじ 淞

（３）抱き合 わせビ ジネス
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